
・インフラには⾊々な種類があり、それぞれどういう⽬的で何が出来るか、どういうキーワードで売り出していくか整理が必要。
・インフラはすばらしい技術⼒により造られ、⽣活を⽀えている。「観光」という⾔葉を越えた重要な⽅向性を⽰すべき。
・旅⾏者は、開発エピソード、現場で働いている⼈の苦労や成功や歴史が頭に残って、ＳＮＳ等で情報発信していただける。
・マーケティングサイズにより広報や市場開拓、ターゲッティングが変わってくる。
・広報の仕⽅は、メディアへの発信だけでなく、例えば画像をゲーム会社に提供し、インフラの壮⼤な景⾊を発信してもらう等。
・ガイドがとても重要。どのように伝え、どのように⾒てもらうかインフラが重要だった時代背景も含め、できたことによって社会がどのように変わったかをきちんと説明していくことが⾮常に
⼤事。ガイドを雇う、トレーニングするということも必要となる。⼈材育成や外部トレーニングの予算を組み込んで商品化していくべき。予算、⼿間暇をかけて広報することも必要。

○ インフラツーリズムの推進に向け、有識者や経済団体、自治体等と意見交換を実施。

○ 論点１ 広報を強化し、インフラツーリズムの好事例を増やすには、どのような取り組みが必要か？

論点２ インフラツーリズムを地域の観光資源として活用していくためには、どのような取り組みが必要か？
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■ 意見交換会概要

■ 主な意見
論点①：広報を強化し、インフラツーリズムの好事例を増やすには、どのような取り組みが必要か？

論点②：インフラツーリズムを地域の観光資源として活用していくためには、どのような取り組みが必要か？
・地域の⽅々とともに⼈に来てもらいたいという思いを共有して地域が⼀体として取組み、盛り上げていくことが重要である。そのためには地域の⽅がインフラにメリットを感じられること
が⼤切。インフラをつくる前、つくった後で何故ここにできたのか、ストーリーが語られ、 感じられることが取組みの動機に結びつく。意識の⾼い地元の⽅にボランティアで案内していた
だくことなども重要。また、地域への経済的メリットも重要。
・取組を進めていくためには、⾳頭をとる⼈が重要であり、⾏政においてもしっかりと⻑く担当としてやりきれるチームを作らないといけない。
・インフラ施設での受⼊対応については、全てを⾏政がやるのではなく、予約など本業と異なるところは地域のＤＭＯや旅⾏会社に委託し、説明は⾏政等が⾏うことも⼀つの案。
・学校は、来年度の計画を⽴てる段階で⾒学先を探すため、「旬な現場」は少なくとも１年先の情報を⼊れてほしい。さらにWEBで最新情報を補⾜する形だと計画が⽴てやすい。
・⽇本が近代化していく過程の中でインフラがいかに⼤事な役割を果たしてきたかということも含めて、歴史的なことを伝えていくことも⼤事な学びだと思う。
・若い層には、インスタグラムや写真が⼈気があるので、インフラ写真のコンテストを⾏い、良かったものをダムカードとして印刷する等を⾏うと⼀気に広がっていくのではないか。
・完成した現場に⾏って、インフラの完成前後や建設過程が時系列的に⾒ることができるようなＡＲ技術を活⽤したアプリがあれば、現場に⾏ってものを⾒る以上の経験ができる。
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